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塾技 

 
チャレンジ！入試問題 

 

消化と吸収②    ～人体～ 
 

問題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （開成中） 

  



 

 

 

問 1 ご飯の栄養分（主にでんぷん）は，だ液・すい液にふくまれる酵素
こ う そ

で麦芽糖
ばくがとう

に分解された後，小腸でさらにブド

ウ糖にまで分解され，水とともにそのほとんどが小腸で吸収される。その後，小腸で吸収されなかった残りの水分

が，大腸で吸収されることになる。小腸で吸収された栄養分は，肺で血液にとりこまれた酸素とともに分解され，

生活に必要なエネルギーがつくられる（P152           を参照）。 

 1：イ，2：イ，3：エ 

 

 

 

問 2 小腸で吸収された栄養がかん臓で血液に変えられ，体の各部に運ばれてすべて使われ，心臓にはもどってこない

と考えると，一日にかん臓で栄養からつくられた血液の重さ，すなわち（A－C）と，一日に心臓から体の各部に

送られる血液の重さ，すなわち（B×D）が等しくなるはずである。しかし，実際には，血液は体をめぐってふた

たび心臓にもどってくるので，（A－C）の重さよりも（B×D）の重さの方がとても大きいことになる。 

 （A－C）よりも（B×D）がとても大きい 

 

 

 

問 3 実験 1 と実験 2 の違いは，実験 1 では水 1mL を，実験 2 ではだ液 1mL を加えたことである。その結果，実験 1

ではヨウ素液を加えると青紫色になった，すなわち，デンプンは分解されていなかったことがわかり，実験 2では

ヨウ素液を加えるとうすい茶色になった（ヨウ素液の色であり，変化しなかったということ），すなわち，デンプ

ンが分解されたことがわかる。以上より，実験 1と実験 2の結果から正しいとわかるものは，ウと考えられる。 

 ウ 

 

 

 

問 4 実験 3と実験 4では，それぞれ実験 1と実験 2 とくらべ，10分間おいたときの温度およびヨウ素液を加えたとき

の温度が，ともに 90℃となっている。〔説 1〕では，デンプンを 90℃で 10分間おいたために分解したと考えている

が，ヨウ素液を加えた温度も 25℃から 90℃に変わっていることを考えていない。もし〔説 1〕が正しければ，デン

プンを 90℃で 10分間おいた後，温度を 25℃に下げてからヨウ素液を加えても，デンプンは分解しており，ヨウ素

液は青紫色に変化しないはずであるが，〔説 1〕が正しくなければ，デンプンは分解されておらず，25℃に下げてか

らヨウ素液を加えると，青紫色に変化することになる。 

 イ 

 

 

 

問 5〔説 2〕が正しいとすると，ヨウ素液では温度が 90℃のときにはデンプンの有無は調べられないことになる。よっ

て，デンプン液にだ液を加えて 90℃で 10 分間おいた後，25℃に冷えるのをまってからヨウ素液を加え，青紫色に

なることが確かめられれば，〔説 3〕も正しいことがわかる。 

 エ 

 

  

解答 －チャレンジ！入試問題－ 

解答・解説 

答 

細胞の呼吸と不要物 

答 

答 

答 

答 


